
ＤＮＡ分析による本県育成系統「滋賀 67 号」の判別法 

［要約］玄米または生葉から DNA を抽出し、コメ判別用 PCR kitⅠ，Ⅱおよび STS 化プラ

イマーB1 の組み合わせで分析することにより、本県育成系統「滋賀 67 号」と本県主要栽

培品種 16 品種は判別できる。 
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［背景・ねらい］ 

農作物において異品種の混入や偽装の防止等、消費者の信頼確保のため、DNA 分析によ

る品種判別が行われている。平成 10～21 年度に粳米、酒米、大豆の県内主要栽培品種につ

いて品種判別技術を確立してきた。粳米では、本県栽培品種である 16 品種(コシヒカリ、

キヌヒカリ、あきたこまち、日本晴、秋の詩、レーク 65、ヒノヒカリ、ハナエチゼン、ゆ

めおうみ、吟おうみ、ひとめぼれ、びわみのり、ミルキークイーン、玉栄、吟吹雪、滋賀

羽二重糯)の判別が可能となった。 

今回、昨年までに当センターで育成した系統、「滋賀 67 号」について本県栽培品種であ

る 16 品種を対照に、DNA 分析による品種判別法を確立する。 

 

 

［成果の内容・特徴］ 

① 品種判別の分析試料には、水稲の玄米または生葉を用いる。 

② 試料からのＤＮＡの抽出、精製および分析（ＰＣＲ、電気泳動）までの品種判別が１ 

～２日で可能である。 

③ コメ判別用 PCR kitⅠおよびⅡ(ﾀｶﾗﾊﾞｲｵ社)で分析すると、「滋賀 67 号」は「コシヒカ 
リ」、「ミルキークイーン」を除く 14 品種との判別が可能である(図１、２)。 

④ ｢コシヒカリ」、｢ミルキークイーン」および｢滋賀 67 号」について、ＳＴＳ化プライマ 

ーＢ１を用いて分析すると、「滋賀 67 号」は２品種とは異なる泳動パターンを示し、 

判別できる(図３)。 

 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

① 判別する対象品種に応じて、コメ判別用 PCR kitⅠ，ⅡとＳＴＳ化プライマーB1 を使

い分けあるいは併用する。 

② 実際の品種判別場面では、品種が明らかな標準品を同時に分析することが望ましい。 

③ 品種判別に用いた STS 化プライマーは、日本食品工業学会誌 Vol.50,No.3 122～ 

132.2003（大坪氏ら）に掲載されている。 

 



［具体的データ］ 

  Ｋｉｔ   Ⅰ      Ｋｉｔ  Ⅱ   

    M1   67   ｺｼ   ﾐﾙ  67   ｺｼ   ﾐﾙ   M2  

                      注） 

・67 は「滋賀 67 号」、コシは「コシヒ 

カリ」、ミルは「ミルキークイーン」 

を示す 

・M1：Kit Ⅰ DNA サイズマーカー 

・M2：Kit Ⅱ DNA サイズマーカー 

 

図１ コメ判別用 PCR KitⅠおよびⅡで 

検出された電気泳動パターン  
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図２ コメ判別用 PCR KitⅠおよびⅡによる電気泳動パターン模式図 

        M1:KitⅠ(ﾎﾟｼﾞｷｯﾄ)DNA ｻｲｽﾞﾏｰｶｰ、M2:KitⅡ(ﾈｶﾞｷｯﾄ)DNA ｻｲｽﾞﾏｰｶｰ 

①滋賀 67 号 ②コシヒカリ ③キヌヒカリ ④あきたこまち ⑤日本晴 ⑥秋の詩  

⑦レーク65 ⑧ヒノヒカリ ⑨ハナエチゼン ⑩ゆめおうみ ⑪吟おうみ ⑫びわみのり 

⑬ひとめぼれ ⑭ミルキークイーン ⑮玉栄 ⑯吟吹雪 ⑰滋賀羽二重糯 

   

            67   ｺｼ   ﾐﾙ     

注） 

・67 は「滋賀 67 号」、コシは「コシヒカリ」、 

ミルは「ミルキークイーン」を示す 

                        ・M は DNA サイズマーカー（100bp DNA Ladder） 

 

 

 

図３ STS 化プライマー（B1）で PCR を 

行ったときの電気泳動パターン 
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